



















































































残余決定権の概念を初めに提起したのは Grossmanand Hart ('86)である。
42 経営と経済















i= 1， 2 
各経営者は期日 Oに所有権 (qの決定権)について契約する。このとき各経




































ているが， Grossman and Hart('86)及び Hart('88)の見解はそのことの経
済合理性を明らかにしているといえる。
最後に，企業間取引理論の最近の成果として Hartand Moore ('90)の見
解を説明することとする。




















さらに， Hart and Moore ('90)は次のようなケースを考えている。それは，
資産 al，a2がそれぞれ飛び抜けて大きい利益効果を持つ人1， 2と他の人
々 ωぃ W2にとって不可欠の場合である。ここで， al， a2は2つの企業を，
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